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移植希望者(レシピエント)選択基準の一部改Eについて

臓器の移植希望者(レシピエント)の選択につきましては、「臓器提供者(ドナー)適

応基準及び移植希望者(レシピエント)選択基準についてJ(平成9年 10月 16日付け健

医発第 1371号。以下「基準通知Jという。)により実施されているところです。

今般、厚生科学審議会疾病対策部会臓器移植委員会の審議結果を踏まえ、基準通知の別

添2 (各臓器の移植希望者(レシピエント)選択基準)のうち、心臓移植希望者(レシピ

エント)選択基準、肺移植希望者(レシピエント)選択基準及び心肺同時移植希望者(レ

シピエント)選択基準に係る部分を改正することとしました。

本改Eは、平成 22年 12月 15日から施行(ただし、心臓移植希望者(レシピエント)

選択基準の 2. (3)年齢、 (4) AB  0式血液型及び(5 )待機期間(改正前の(.4)を

(5 )とする番号改正に限る。)、並びに 3. 具体的選択方法に係る改正部分については平

成 22年 10月 15日から施行)することとし、別添のとおり社団法人日本臓器移植ネッ

トワーク理事長あて通知しましたので、御了知願うとともに、会員等に対する周知につき

まして御配慮願います。
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健発 101 5第 4号

平成22年 10月 15日

社団法人日本臓器移植ネットワーク理事長殿

移植希望者(レシピエント)選択基準の一部改正について

臓器の移植希望者(レシピエント)の選択につきましては、「臓器提供者(ドナー)適応

基準及び移植希望者(レシピエント)選択基準についてJ(平成9年 10月 16日付け健医

発第 1371号。以下「基準通知Jという。)により実施されているところです。

今般、厚生科学審議会疾病対策部会臓器移植委員会の審議結果を踏まえ、基準通知の別

添2 (各臓器の移植希望者(レシピエント)選択基準)のうち、心臓移植希望者(レシピ

エント)選択基準、肺移権希望者(レシピエント)選択基準及び心肺同時移植希望者(レ

シピエント)選択基準に係る部分を別紙の新旧対照表のとおり改正することとしました。

本改正は、平成 22年 12月 15日から施行(ただし、心臓移植希望者(レシピエント)

選択基準の 2.(3)年齢、 (4) AB  0式血液型及び(5 )待機期間(改正前の (4)を

(5 )とする番号改正に限る。)、並びに 3.具体的選択方法に係る改正部分については平

成 22年 10月 15日から施行)することとしましたので、遵守されますようお願いしま

す。あわせて、貴法人に登録されている臓器移植施設への周知につきましてよろしくお願

いします。

参考 1として、改正後の基準通知の別添2中、平成22年 10月 15日の施行部分の改

正を反映した「心臓移植希望者(レシピエント)選択基準」を、また、参考2として、平

成 22年 12月 15日から施行する「心臓移植希望者(レシピエント)選択基準」、「肺移

植希望者(レシピエント)選択基準J及び「心肺同時移植希望者 (νシピエント)選択基

準j を添付します。

なお、現在、本改正のほかに、腎臓移植希望者(レシヒ。エント)選択基準等の見直しも

行っているところですので、御承知おき願います。



日 心臓移植希望者(レシピエント)選択基準新旧対照表

l目適合条件 (略)

現
'ー

イ丁改正後

2回優先順位

適合条件に合致する移植希望者(レシピエント)が複数存在する

場合には、優先順位は、以下の)1慎に勘案して決定する。

(1)親族 (略)

( 2 )医学的緊急度

定義 Status1 次の(ア)から(エ)までのいずれかよ2込

ょに該当する些盤

(ア)補助人工心臓を蓋差里丘状態

(イ)大動脈内パノレーンパンピング (IABP)-'--韮

皮的心肺補助装置 (PCPS)又は動静脈ノfイ

パス (VAB) を装着中の状態

(ワ)人工呼吸管理を受けている状態

(エ) ICU、CCU等の重症室に収容され、かっ、

カテコラミン等の強心薬の持続的な点滴投

与を受けている状態

*カテコラミン等の強心薬にはフォスフ

ォデイエステラーゼ阻害薬なども含まれ

る

*ただし、 18歳未満に限り、重症室に収

容されていない場合であって、カテコラ

ミン等の強心薬の持続的な点滴投与を受

1.適合条件 (目的

2.優先順位

適合条件に合致する移植希望者(レシピエント)が複数存在する

場合には、優先順位は、以下のl慎に勘案して決定する。

(1)親族 (路)

(2) 医学的緊急度

定義 Status 1 次の(ア)から(エ)までの些盤旦いずれか}

に該当するよよL

(ア)補助人工心臓を必童よ土豆状態

(イ)大動脈内パノレーンパンヒDンク守 (IABP)主

必室主主主状態

〈ウ)人工呼吸を必要とする状態

(エ) ICU、CCU等の重症室に収容され、かつ、

カテコラミン等の強心薬の持続的な点滴投

与主止霊主状態

本カテコラミン等の強心薬にはフォスフ

ォデイエステラーゼ阻害薬なども含まれ

る



けている状態も含まれる(この状態で待

機中に 18歳以上となったときには、

(ア)から(ウ)までのいずれかに該当

しない限り、 Status2とする)

Status 2 ':待機中の患者で、上記以外の状態 Status 2 待機中の患者で、上記以外の状態

Status 3 : Status 1、Status2で待機中、除外条件(感 Status 3 : Status 1、Status2で待機中、除外条件(感

染症等)を有する状態のため一時的に待機リス 染症等)を有する状態のため一時的に待機リス

トから削除された状態 トから削除された状態

Status 1、Status2の順に優先する (3. の具体的選択方法 原則として Status1を優先する(後述する具体的選択法を参

を参照)。また、 Status3への変更が登録された時点で、選択対 照)。また、 Status3への変更が登録された時点で、選択対象か

象から外れる。除外条件がなくなり、 Status1又は Status2 ら外れる。除外条件がなくなり、 Sfatus1 又は Status2へ再

へ再登録された時点から、移植希望者(レシピエント)として 主主録された時点から、移植希望者(レシヒロエント)として選択

選択対象となる。 対象となる。

( 3 )年齢

臓器提供者(ドナー)が 18歳未満の場合には、(社)日本臓器

移植ネットワークに移植希望者(レシヒ。エント)の登録を行った

時点において 18歳未満の移植希望者(レシピエント)を優先す

る (3. の具体的選択方法を参照)。

(4) ABO式血液型 (3) ABO式血液型

ABO式血液型の一致 (identical)する者を適合 (compatible) 一致を原則とするが、緊急性の高い Status1の移植希望者(レ

する者より優先する (3. の具体的選択方法を参照)。 シヒ。エント)がいない場合や他に一致する移植希望者(レシピエ

ント)がいない場合には、適合者に配分する(後述する具体的選

択法を参照)。

( 5 )待機期間 (4 )待機期間

以上の条件が全て同ーの移植希望者(レシピエント)が複数存 以上の条件が全て同ーの移植希望者(レシピエント)が複数存



在する場合は、待機期間の長い者を優先する。 在する場合は、待機期間の長い者を優先する。

OStatus 1の移植希望者(レシピエント)問では、待機期間は OStatus 1の移植希望者(レシピエント)間では、待機期間は

Status 1の延べ日数とする。 Status 1の延べ日数とする。

(注)移植希望者(レシピエント)の登録時に 18歳未満で、

Status 1の(エ)に該当していた患者が、その後 18歳以

上となり、重症室に収容されていないため Status2とさ

れたが、再度、 Status1の状態となったときは、 18歳未

満で Statuslに該当していた期間も Status1の延べ日数

に含まれる。

OStatus2の移植希望者(レシピエント)聞では、待機期間は OStatus 2の移植希望者(レシピエント)問では、待機期間は

登録日からの延べ日数とする。 登録白からの延べ日数とする。

3 具体的選択方法 3.具体的選択方法

(1)臓器提供者(ドナー)が 18歳以上の場合 ( 1 )ネットワークがブロック化されていない場合

順位* 医学的緊急度 ABO式血液型 順位* 医学的緊急度 ABO式血液型

1 一致 1 Status 1 一致
Status 1 

適合 適合2 2 Status 1 

3 一致 3 Status 2 一致
Status 2 

適合 適合4 4 Status 2 

* 同順位内に複数名の移植希望者(レシヒoエント)が存在す * 同順位内に複数名の移植希望者(レシピエント)が存在す

る場合には待機期間の長い者を優先する。 る場合には待機期間の長い者を優先する。

(2)臓器提供者一(ドナー)が 18歳未満の場合 (2 )ネットワークが組織的にも機能的にもブロック化された場合

順位* 医学的緊急度 主盤
ABO式

順位* 盟瞳 医学的緊急度
ABO式

血液型 血液型

1 
1 8歳未満

二重 1 ブロック内 Status 1 一致

2 Status 1 適合 2 ブロック内 Status 1 適合

3 1 8歳以上 一致 3 ブロック内 Status 2 一致



4 適合 4 {也ブ?ロック Status 1 一致

5 
1 8歳未満

一致 5 他ブロック Status 1 適合

6 適合 6 ブロック内 適合Status 2 
Status 2 

一致 他ブロック 一致7 
18際以上

7 Status 2 

適合 8 他ブロック 適合8 Status 2 

* 問順位内に複数名の移植希望者(レシピエント)が存在す * 同順位内に複数名の移植希望者(レシピエント)が存在す

る場合には待機期間の長い者を優先する。 る場合には待機期間の長い者を優先する。

4目その他 4 その他

将来、 Status1の移植希望者(レシピエント)が増加すると、 O 将来、 Status1の移樟希望者(レシピエント)が増加すると、 O

型の臓器提供者(ドナー)からの臓器が順位2の移植希望者(レシ 型の臓器提供者(ドナー)からの臓器が順位2の移植希望者(レシ

ヒ。エント)に百日分され、 Status2の移植希望者(レシピエント)に ピエント)に配分され、 Status2の移植希望者(レシピエント)に

配分されない事態が生じることが予想される。このことを含め、今 配分されない事態が生じることが予想される。この場合はブロック

後、新たな医学的知見などを踏まえ、緊急度の定義やブ、ロック制の 制の再考を含めて、選択基準の見直しをすることとする。

導入などについて、適宜選択基準の見直しをすることとする。



肺移植希望者(レシヒ。エント)選択基準新旧対照表

改正後 現 行

l 適合条件 1.適合条件

(1) ABO式血液型 (略) (1) A B  0式血液型 (略)

(2)姉の大きさ ( 2 )肺の大きさ

肺の大きさは臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシ

ピエント)の年齢区分に応じ、下記の方法で評価する。

1)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)

がいずれも 18歳以上の場合

」予測VCD註1l/予測VCR註2)-1)X100の値(%) 予測VCD住 1)/予測VCR注目 X100の値(%)で判断する。

で判断する。

阜片肺移植の場合 -30~30% 1L片肺移植の場合 70~130% 

盛岡肺移植の場合 30~30% ~両肺移植の場合 70~130% 

注1)予測VCD:臓器提供者(ドナー)の予測肺活量 注1)予測VCD:臓器提供者(ドナー)の予測肺活量

注2)予測VCR:移植希望者(レシピエント)の予測 注2)予測VCR:移植希望者(レシピエント)の予測

肺活量 肺活量

予測肺活量の計算式 予測肺活量の計算式

(男性) 予測肺活量 (L) =0.045 X 身長 (cm) ー (男性) 予測肺活量 (27.63-0.112 X年齢)x身

0.023 X年齢ー2.258 長 (cm)

(女性) 予測肺活量 (L) =0.032X身長 (cm) ー (女性) 予測肺活量= (21. .78-0.101 X年齢) X 身

0.018 X年齢ー1.178 長 (cm)

2)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシヒ。エント)が

いずれも 18歳未満の場合

(臓器提供者(ドナー)の身長/移植希望者(レシピエン

ト)の身長一1) X 100の値(%)で判断する。



ill 片肺移植の場合

② 両肺移植の場合

二旦監こ旦単
一 12%~12%

3)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)の

年齢が1)又は 2)の場合に該当しない場合

(臓器提供者(ドナー)の身長/移植希望者(レシピエン

ト)の身長 1) x 100の値(%)で判断する。

①片肺移植の場合 一 12%~15%

②両肺移植の場合 一12%~12%

( 3 )前感作抗体 (略)

(4) CMV抗体 (略)

(5) HLA型 (目的

( 6 )虚血許容時間 (略)

( 3 )前感作抗体 (賂)

(4) CMV抗体 (路)

(5) HLA型(略)

( 6 )虚血許容時間 (略)

2.優先順位 I 2.優先順位

適合条件に合致する移植希望者(レシピエント)が複数存在する| 適合条件に合致する移植希望者(レシピエント)が複数存在する

場合には、優先順位は、以下のj頃に勘案して決定する。 I場合には、優先順位は、以下の順に勘案して決定する。

(1)親族 (略) (1)親族 (略)

(2) ABO式血液型 (略) (2) ABO式血液型 (略)

( 3 )待機期間 (賂) ( 3 )待機期間 (路)



(4)肺の大きさ

1. (2)の1)又は 2)の場合を優先する。

斗互L術式による優先順位

術式は、片肺移植、両肺移植の 2種類とし、第1術式、第2術

式の 2つまで登録可能とする。

術式による優先順位は次のとおりとする。

1) 臓器提供者(ドナー)の両肺が利用できる場合であり、

第 1優先順位の選択を行った結果、

①・②(略)

@ 第1術式に係る片肺移植希望者(レシピエント)が第

1優先順位となり、第 1術式、第2術式を考慮しでも片

肺移植希望者(レシピエント)が 1名のみである場合、

0当該片肺移植希望者(レシピエント)が第2術式と

して両肺移植を希望していれば、当該移植希望者

(レシピエント)を選択し(注1)、

。当該片肺移植希望者(レシピエント)が第 2術式と

して両肺移植を希望していなければ、両肺移植希望

者(レシピエント)の中で優先順位の高い者を選択

する(注 2)。ただし、当該片肺移植希望者 Lレシ

ピエントが優先すべき親族であるときには、当該方

肺移植希望者(レシピエント)を優先するn

(注1)当該移植希望者(レシピエント)は必ずしも両

肺移植を受ける必要はない。

」生L術式による優先順位

術式は、片肺移植、両肺移植の 2種類とし、第1術式、第2術

式の 2つまで、登録可能とする。

術式による優先順位は次のとおりとする。

1) 臓器提供者(ドナー)の両肺が利用できる場合であり、

第1優先順位の選択を行った結果、

①・②(略)

@ 第 l術式に係る片肺移植希望者(レシピエント)が第

l優先順位となり、第 1術式、第2術式を考慮しても片

肺移楠希望者 Lレシピエント)が 1名のみである場合、

0当該片肺移植希望者(レシピエント)が第2術式と

して両肺移植を希望していれば、当該移植希望者

(レシピエント)を選択し(注 1)、

0当該片肺移植希望者(レシピエント)が第2術式と

して両肺移植を希望していなければ、両肺移植希望

者(レシピエント)の中で優先順位の高い者を選択

する(注 2)。



(注 2)この場合に限り、術式を優先し、片肺移植希望者

(レシピエント)より両肺移績希望者を優先する。

2) (略) 2) (略)

3) 1)、 2)の結果、 ABO式血液型が一致する移植希望者 3) 1 )、 2)の結果、 ABO式血液型が一致する移植希望者

(レシピエント)が選択されない場合、 ABO式血液型が (レシピエント)が選択されない場合、虚血許容時間内に

適合するものについて1)、 2)と同様の手順により移植希 あり、 ABO式血液型が適合するものについて 1)、 2)と

望者(レシピエント)を選択する。 同様の手順により移植希望者(レシピエント)を選択する。

3. その他 3. その他

(1)臓器提供者(ドナー)又は移植希望者(レシピエント)が

6歳以上 18歳未満の場合、その予測肺活量については、以

下の計算式を参考にすることができる。

予測肺活量の計算式 (6歳以上 18歳未満の場合)

(男性)予測肺活量(1)=2. 108-0. 1262 X年齢+0.00819

×年齢2-3.118X身長 (m) 十

2.553 X身長 (m)2 

(女性)予測肺活量(1)=1.142-0. 00168X年齢 '-2.374

×身長 (m) +2.116X身長

(m) 2 

( 2 )基礎疾患、重症度などによる医学的緊急度は、将来考慮 基礎疾患、重症度などによる医学的緊急度は、将来考慮される

されるべきである。 べきである。

また、この基準は実績を踏まえて見直しを行う必要があ また、この基準は実績を踏まえて見直しを行う必要がある。

る。

(注 1)当該移植希望者(レシピエント)は必ずしも両肺移植を受け



る必要はないn

(注 2) 2 (4) 1)③の 2項の場合に限り、待機期間よりも術式を

優先し、待機期間の長い第 1術式に係る片肺移植希望者(レシ

ピエント)より色第1術式に係る両肺移植希望者(レシピエン

ト)が優先される。



心肺同時移植希望者(レシヒoエント)選択基準新旧対照表

改正後 現 イ'丁ー

l 適合条件 1 適合条件

(1) AB  0式血液型 (目各) (1) A B  0式血液型 (略)

( 2 )体重(サイズ) (賂) ( 2 )体重(サイズ) (賂)

( 3 )肺の大きさ ( 3 )肺の大きさ

肺の大きさは臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピ

エントの年齢区分に応じ、下記の方法で評価する。

1)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)

の年齢がいずれも 18歳以上の場合

」予測VCD佳1)/予測VCR注目-1) x100の値(%) 予測VCD注1)/予測VCR注目 X100の値(%)で判断する。

で判断する。

① 片肺移植の場合 -30~30% 1L.片肺移植の場合 70~130% 

② 両肺移植の場合 -30~30% &..両肺移植の場合 70~130% 

注1)予測VCD 臓器提供者(ドナー)の予測肺活量 注1)予測VCD:臓器提供者(ドナー)の予測肺活量

注 2)予測VCR:移植希望者(レシピエント)の予測 注 2)予測VCR:移植希望者(レシピエント)の予測

肺活量 肺活量

予測肺活量の計算式 予測肺活量の計算式

(男性)予測肺活量(L) =0.045x身長 (cm)-0.023 (男性)予測肺活量=(27. 63-0. 112 x年齢)x 身長 (cm)

×年齢 2. 258 

(女性)予測肺活量(L) =0.032X身長 (cm)-0.018 (女性)予測肺活量=(21. 78-0. 101 X年齢)X 身長 (cm)

×年齢ー1.178 

2)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)が

いずれも 18歳未満の場合、



(臓器提供者(ドナー)の身長/移祖希望者(レシピエント)

の身長一 1) X 10Qの値(%)で判断する。

ヨミ 片肺移植の場合 -12%~15% 

宣 両日市移植の場合 -12%~12% 

3 )臓器提供者(ドナー)及び移績希望者(レシピエント)の

年齢が 1)又は 2)の場合に該当しない場合

(臓器提供者(ドナー)の身長/移植希望者(レシピエント)

の身長 1) X 100の値(%)で判断する。

旦片肺移植の場合 -12%~15% 

皇両肺移植の場合 -12%~12% 

(4 )前感作抗体 (路) (4)前感作抗体 (略)

(5) CMV抗体 (賂) (5) CMV抗体 (略)

(6) HLA型 (略) (6) HLA型 (日各)

(7)虚血許容時間 (略) (7)虚血許容時間 (略)

2.優先順位 (m各) 2.優先順位 (賂)

" 
3 その他 3目その他

(1)臓器提供者(ドナー)又は移植希望者(レシピエント)が

6歳以上 18歳未満の場合、その予測肺活量については、以

下の計算式を参考にすることができる。

予測肺活量の計算式(6歳以上 18歳未満の場合)

(男性)予測肺活量(L) =2.108-0.1262X年齢+

0.00819 X年齢 2- 3.118 



×身長 (m)十2.553X身

長担ど
(女性)予測肺活量(L)= 1. 142-0. 00168 X年齢 2

2.374X身長 (m) +2.116 

×身長 (m) 2 

」主L医学的な理由により心臓移植希望者(レシピエント)選択| 医学的な理由により心臓移植希望者(レシピエント)選択基準に

基準における医学的緊急度が Status3になった場合、肺移植| おける医学的緊急度が Status3になった場合、肺移植希望者(レシ

希望者(レシピエント)の待機リストを「待機 inactiveJと| ピエント)の待機リストを「待機 inactiveJ とする。

する。

(附則) (略) (附則) (略)



巨ヨ

心臓移植希望者(レシピエント)選択基準

1.適合条件

(1) AB  0式血液型

ABO式血液型の一致 (identical)及び適合 (compatible)の待機者

を候補者とする。

(2)体重(サイズ)

体重差は-2 0%~3 0%であることが望ましい。

ただし、移植希望者(レシピエント)が小児である場合は、この限り

ではない。

(3 )前感作抗体

リンパ球直接交差試験(ダイレクト・クロスマッチテスト)を実施し、

抗T細胞抗体が陰性であることを確認する。

パネルテストが陰性の場合、リンパ球直接交差試験(ダイレクト・ク

ロスマッチテスト)は省略することができる。

(4) CMV抗体

CMV抗体陰性の移植希望者(レシピエント)に対しては、 CMV抗

体陰性の臓器提供者(ドナー)が望ましい。

(5) HLA型

当面、選択基準にしないが、必ず検査し、登録する。

(6)虚血許容時間

臓器提供者(ドナー)の心臓を摘出してから 4時間以内に血流再開す

ることが望ましい。

2 優先順位

適合条件に合致する移植希望者(レシピエント)が複数存在する場合には、

優先順位は、以下の順に勘案して決定する。

(1)親族

臓器の移植に関する法律第6条の 2の規定に基づき、親族に対し臓器

1 



を優先的に提供する意思が表示されていた場合には、当該親族を優先す

る。

(2) 医学的緊急度

定義 Status 1 次の(ア)から(エ)までの状態のいずれかに該当す

ること。

(ア)補助人工心臓を必要とする状態

(イ)大動脈内パノレーンパンピング (IABP)を必要とする状態

(ウ)人工呼吸を必要とする状態I

(エ) ICU、CCU等の重症室に収容され、かっ、カテコラミン等の強心薬

の持続的な点滴投与がi必要な状態

*カテコラミン等の強心薬にはフォスフォデイエステラーゼ阻害

薬なども含まれる

Status 2 待機中の患者で、上記以外の状態

Status 3 : Status 1、Status2で待機中、除外条件(感染症等)

を有する状態のため一時的lこ待機リストから削除された

状態

原則として Status1を優先する(後述する具体的選択法を参照)。また、

Status 3への変更が登録された時点で、選択対象から外れる。除外条件

がなくなり、 Status1 又は Status2へ再登録された時点から、移植希望

者(レシピエント)として選択対象となる。

i豆よ主監
臓器提供者(ドナー)が 18歳未満の場合には、(社)日本臓器移植ネッ

トワークに移植希望者(レシピエント)の登録を行った時点において 18歳

未満の移植希望者(レシピエント)を優先する (3 の具体的選択方法を参

照)。

」生_)ABO式血液型

A BO式血液型の一致 (identical)する者を滴合 (compatible)する者

より優先する (3. の具体的選択方法を参照10

斗互L待機期間

以上の条件が全て同一の移植希望者(レシピエント)が複数存在する場

合は、待機期間の長い者を優先する。

2 



OStatus 1の移植希望者(レシピエント)聞では、待機期間は Status1 

の延べ日数とする。

OStatus 2の移植希望者(レシピエント)聞では、待機期間は登録日か

らの延べ日数とする。

3.具体的選択方法

(1)臓器提供者(ドナー)が 18歳以上の場合

順位* 医学的緊急度 ABO式血液型

1 一致
Status 1 

2 適合

3 一致
Status 2 

4 適合

キ 同順位内に複数名の移植希望者(レシピエント)が存在する場合に

は待機期間の長い者を優先する。

(2 )臓器提供者(ドナー)が 18歳未満の場合

)1慎イ立* 医学的緊急度 年齢
ABO式血

液型

1 

2 
18歳未満

一致

3 
Status 1 

適合

4 
1 8歳以上

一致

適合

5 

6 
1 8歳未満

一致

7 
Status 2 

適合

8 
18際以上

一致

適金
キ 同順位内に複数名の移植希望者‘(レシピエント)が存在する場合に

は待機期間の長い者を優先する。

4. その他

将来、 Status1の移植希望者(レシピエント)が増加すると、 0型の臓器

提供者(ドナー)からの臓器が順位2の移植希望者(レシピエント)に配分さ

れ、 Status2の移植希望者(レシピエント)に配分されない事態が生じること

が予想されるロこの場合はブ、ロック制の再考を含めて、選択基準の見直しをす

ることとする。

3 



巨日

ー心臓移植希望者(レシピエント)選択基準

1.適合条件

(1) ABO式血液型

ABO式血液型の一致 (identical)及び適合 (compatible)の待機者

を候補者とする。

(2 )体重(サイズ)

体重差は-2 0%~3 0%であることが望ましい。

ただし、移植希望者(レシピエント)が小児である場合は、この限り

ではない。

( 3 )前感作抗体

リンパ球直接交差試験(ダイレクト・クロスマッチテスト)を実施し、

抗T細胞抗体が陰性であることを確認する。

パネノレテストが陰性の場合、リンパ球直接交差試験(ダイレクト・ク

ロスマッチテスト)は省自害することができる。

(4) CMV抗体

CMV抗体陰性の移植希望者(レシヒ。エント)に対しては、 CMV抗

体陰性の臓器提供者(ドナー)が望ましい。

(5) HLA型

当面、選択基準にしないが、必ず検査し、登録する。

( 6 )虚血許容時間

臓器提供者(ドナー)の心臓を摘出してから 4時間以内に血流再開す

ることが望ましい。

2.優先順位

適合条件に合致する移植希望者(レシピエント)が複数存在する場合には、

優先順位は、以下の順に勘案して決定する。

( 1 )親族

臓器の移植に関する法律第 6条の 2の規定に基づき、親族に対し臓器



を優先的に提供する意思が表示されていた場合には、当該親族を優先す

る。

( 2 )医学的緊急度

定義:Status 1 次の(ア)から(エ)までのいずれかよ2且ょに該当

する状態

(ア)補助人工心臓を蓋蓋cto)状態

(イ)大動脈内パノレーンパンピング (IABP)ι藍車盟企監

補助装置仔CPS)又は動静脈バイパス (VAB) を装着

中の状態

(ワ)人工呼吸管理を受けている状態

(エ)ICU、CCU等の重症室に収容され、かっ、カテコラ

ミン等の強心薬の持続的な点滴投与を受けている状

態

*カテコラミン等の強心薬にはフォスフォデイエス

テラーゼ阻害薬なども含まれる

*ただし、 18歳未満に限り、重症室に収容されて

いない場合であって、カテコラミン等の強心薬の

持続的な点滴投与を受けている状態も含まれる

(この状態で待機中に 18歳以上となったときに

は、(ア)から(ウ)までのいずれかに該当しない

限り、 Status2とする)

Status 2・待機中の患者で、上記以外の状態

Sta:tus 3 : Status 1， Status 2で待機中、除外条件(感染症等)

を有する状態のため一時的に待機リストから削除され

た状態

Status 1 ， Status 2の順に優先する (3. の具体的選択方法を参照)。

また、 Status3への変更が登録された時点で、選択対象から外れる。除

外条件がなくなり、 Status1又は Status2へ再登録された時点から、移

植希望者(レシピエント)として選択対象となる。

斗豆よ主監
臓器提供者(ドナー)が 18歳未満の場合には、(社)日本臓器移植ネッ

トワークに移植希望者(レシピエント)の登録を行った時点において 18歳

未満の移植希望者(レシピエント)を優先する (3.の具体的選択方法を参

2 



盟~

」生_)ABO式血液型

A BO式血液型の一致 (identical)する者を適合 (compatible)する者

より優先する (3. の具体的選択方法を参照)。

斗互L待機期間

以上の条件が全で同ーの移植希望者(レシピエント)が複数存在する場

合は、待機期間の長い者を優先する。

QStatus :1.の移植希望者(1/シピエ以ト)聞では、待機期間は Status1 

の延べ日数とする。

(注)移植希望者(レシピエント)の登録時に 18歳未満で、 Status1 

の(エ) (こ該当していた患者が、その後 18歳以上となり、重症室

に収容されていないため Status2とされたが、再度、 Status1の状

態となったときは、 1 8歳未満で Statuslに該当していた期間も

Status 1の延べ日数に含まれるn

QStatus 2の移植希望者(レシピエント)聞では、待機期間は登録日か

らの延べ日数とする。

3. 具体的選択方法

(1)臓器提供者」ドナー)が 18歳以上の場合

順イ立* 医学的緊急度 ABO式血液型

1 一致
Status 1 

適合2 

3 一致十
Status 2 

適合4 

* 同順位内に複数名の移植希望者(レシピエント)が存在する場合に

は待機期間の長い者を優先する。

(2 )臓器提供者(ドナー)が 18歳未満の場合

順位* 医学的緊急度 年齢
ABO式血

液型

1 

2 
18歳未満

一致

3 
Status 1 

適合

4 
18歳以上

一致

適全

3 



致
1 8歳未満

適合

致

5 

6 
Status 2 

1 8際以上
適金

7 

8 

キ 同順位内に複数名の移植希望者(レシピエント)が存在する場合に

は待機期間の長い者を優先する。

4. その他

将来、 Status1の移植希望者(レシピエント)が増加すると、 0型の臓器提

供者(ドナー)からの臓器が順位2の移植希望者(レシピエント)に配分され、

Status 2の移植希望者(レシピエント)に配分されない事態が生じることが予

想される。このことを含め、今後、新たな医学的知見などを踏まえ、緊急度の

定義やブロック制の導入などについて、適宜選択基準の見直しをすることとす

豆L

4 



肺移植希望者(レシピエント)選択基準

1.適合条件i

(1) ABO式血液型

ABO式血液型の一致 (identical)及び適合 (compatible)の待機者

を候補者とする。

(2)肺の大きさ

監旦主きさは臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)

の年齢区分に応じ、下記の方法で言判面する。

1)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)がいずれも

18歳以上の場合

」予測VCD注1)/予測IJVCR注目二よよX100の値(%)で判断する。

CD 片肺移植の場合 二型二型並

@両肺移植の場合 二型二週監

注1)予測VCD:臓器提供者(ドナー)の予測肺活量

注2)予測VCR:移植希望者(レシヒ。エント)の予測肺活量

予測肺活量の計算式

(男性) 予測肺活量(L) =0.045 x 身長 (cm) -0.023X年

齢-2.258

(女性) 予測肺活量(L) =0.032X身長 (cm) -0. 018 X年

畳二Lユ78

2)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)がいずれも

18歳未満の場合

(臓器提供者(ドナー)の身長/移植希望者(レシピエント)の身長

一1) X 100の値(%)で判断するn

旦 片肺移植の場合 12%~15% 

② 両肺移植の場合 12%~12% 

3)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)の年齢が1)

叉は2)の場合に該当しない場合

(臓器提供者(ドナー)の身長/移植希望者(レシピエント)の身長

-1) X 100の値(%)で判断Tするn

①片肺移植の場合 一 12%~15%



② 両肺移植の場合 12%~12% 

( 3 )前感作抗体

ダイレクト・クロスマッチを実施し、陰性であることを確認する。

パネノレテストが陰性の場合、ダイレクト・クロスマッチは省略するこ

とができる。、

(4) CMV抗体

CMV抗体陰性の移植希望者(レシピエン卜)仁対しては、 CMV抗

体陰性の臓器提供者(ドナー)が望ましい。

(5) HLA型

当面、選択基準にしないが、必ず検査し、登録する。

( 6 )虚血許容時間

臓器提供者(ドナー)の肺を摘出してから 8時間以内に血流再開する

ことが望ましい。

2 優先順位

適合条件に合致する移植希望者(レシピエント)が複数存在する場合には、

優先順位は、以下の順に勘案して決定する。

(1)親族

臓器の移植に関する法律第6条の 2の規定に基づき、親族に対し臓器を

優先的に提供する意思が表示されていた場合には、当該親族を優先する。

(2) ABO式血液型

ABO式血液型の一致 (identical)する者を適合 (compatible)する者

より優先する。

( 3 )待機期間

待機期間の長い患者を優先する。

(4)肺の大きさ

1 ( 2)の1)又は 2)の場合を優先する。

2 



」互L術式による優先順位

術式は、片肺移植、両肺移植の 2種類とし、第 1術式、第2術式の 2つ

まで登録可能とする。

術式による優先順位は次のとおりとする。

1) 臓器提供者(ドナー)の両肺が利用できる場合であり、第 1優先

順位の選択を行った結果、

① 第 1術式に係る両肺移植希望者(レシピエント)が、第 1優先

順位となれば、当該両肺移植希望者(レシピエント)を選択する。

② 第1術式に係る片肺移植希望者(レシピエント)が第1優先順

位となれば、第 1術式に係る片肺移植希望者(レシピエント)で

次の順位に位置する者とそれを分けあうこととする。次順位に位

置する第 l術式に係る片肺移植希望者(レシピエント)が選択さ

れない場合には、第2術式に係る片肺移植希望者(レシピエント)

の中で優先順位の高い者と分け合うこととする。

③ 第1術式に係る片肺移植希望者(レシピエント)が第1優先順

位となり、第 1術式、第2術式を考慮、しでも片肺移植希望者(レ

シピエント)が 1名のみである場合、

O当該片肺移植希望者(レシピエント)が第2術式として両肺

移キ直を希望していれば、当該移植希望者(レ、ンピエント)を

選択し(注1)、

0当該片肺移植希望者(レシピエント)が第 2術式として両肺

移植を希望していなければ、両肺移植希望者(レシピエント)

の中で優先順位の高い者を選択する(注2)。ただし、当該片

肺移植希望者(レシピエントが優先すべき親族であるときに

は、当該方肺移権希望者(レシピェント)を優先する。

(注1)当該移植希望者(レシピエント)は必ずしも両肺移植を受

ける必要はないn

(注2)この場合に限り、術式を優先し、片肺移植希望者(レシ

ピエント)より両肺移植希望者を優先する。

2) 臓器提供者(ドナー)の片肺のみが利用できる場合には、第 l術
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式に係る片肺移植希望者(レシピエント)の中から優先順位の高い

者を選択する。第 1術式に係る片肺移植希望者(レシピエント)が

選択されない場合には、第2術式に係る片肺移植希望者(レシピエ

ント)の中から優先順位の高い者を選択する。

3) 1)、2)の結果、 AB.O式血液型が一致する移植希望者(レシピ

エント)が選択されない場合、虚血許容時間内にあり、 ABO式血

液型が適合するものについて 1)、2) と同様の手順により移植希望

者(レシヒ。エント)を選択する。

3.その他

(1)臓器提供者(ドナー)又は移植希望者(レシピエント)が 6歳以上

L主童圭慣の場合、その予測肺活量については〈以下の計算式を参考

にすることができるn

予測肺活量の計算式 (6歳以上 18歳未満旦量全]

(男性)予測肺活量(L)=2.108-0. 1262 X年齢十0.00819X年齢 2

-3.118><身長 (m) +2. 553X身長 (m)， 
〈女性)予測肺活量(L)=1.142-0. 00168X年齢'-2.374X身長(m)

+2.116X身長 (m)， 

」主L基礎疾患、重症度などによる医学的緊急度は、将来考慮されるべき

である。

また、之の基準は実績を踏まえて見直しを行う必要がある。
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心肺同時移植希望者(レシピエント)選択基準

1.適合条件

(1) ABO式血液型

ABO式血液型の一致 (identicall及び適合 (compatible)の待機者

を候補者とする。

(2)体重(サイズ)

体重差は-20%~30%であるニとが望ましい。

ただし、移植希望者(レシピエント)が小児である場合は、この限り

でない。

( 3 )肺の大きさ

肺の大きさは臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエントの

年齢区分に応じ、下記の方法で評価する。

1)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)の年齢が

いずれも 18歳以上の場合

」予測VCD注目/予測VCR住 2)二iよx100の値(%)で判断する。

① 片肺移植の場合 30~30% 

盟両肺移植の場合 二盟二型並

注1)予測VCD:臓器提供者(ドナー)の予測肺活量

注2)予測VCR:移植希望者(レシピエント)の予測肺活量

予測肺活量の計算式

(男性)予測肺活量(L) =0.045 X身長 (cm)-0.023X年齢

-2.258 

(女性)予測肺活量(L) =0.032 X身長(叩) -0.018X年齢

1. 178 

2) 臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)がいずれも

18歳未満の場合

(臓器提供者(ドナー)の身長/移植希望者(レシピエント)の身長

1 ) 

皇
@ 

×100の値(%)で判断するn

片肺移植の場合

前肺移植の場合

-12%~15% 

12%~12% 



3)臓器提供者(ドナー)及び移植希望者(レシピエント)の年齢が1)

又は 2) の場合に該当しない場合

(臓器提供者(ドナー)の身長/移植希望者(レシピエント)の身長

一1) X 100の値(%)で判断するn

①片肺移植の場合 一12%~15%

② 両肺移植の場合 12%~12% 

(4)前感作抗体

リンパ球直接交差試験(ダイレクト・クロスマッチテスト)を実施し、

抗T細胞抗体が陰性であることを確認する。

パネノレテストが陰性の場合、リンパ球直接交差試験(ダイレクト・ク

ロスマッチテスト)は省略することができる。

(5) CMV抗体

CMV抗体陰性の移植希望者(レシヒ。エント)に対しては、 CMV抗

体陰性の臓器提供者(ドナー)が望ましい。

(6) BLA型
当面、選択基準にしないが、必ず検査し、登録する。

(7)虚血許容時間

臓器提供者(ドナー)の心肺を摘出してから 4時間以内に血流再開す

ることが望ましい。

2 優先順位

適合条件に合致する移植希望者(レシピエント)が複数存在する場合には、

優先順位は、以下の順に勘案して決定する。

(1)親族

臓器の移植に関する法律第6条の 2の規定に基づき、親族に対し臓器

を優先的に提供する意思が表示されていた場合には、当該親族を優先す

る。

(2 )心臓移植希望者(レシピエント)選択基準で選ばれた移植希望者(レ

シピエント)が心肺同時移植の待機者である場合であって、かっ、臓器

提供者(ドナー)から心臓及び両肺の提供があった場合には、当該待機

2 
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l者が肺移植待機リストで下位であっても、当該待機者に優先的に心臓及

び両肺を向日寺に配分する。ただし、肺移植待機リストで選択された移植

希望者(レシピエント)が優先すべき親族の場合はこの限りでない。

(3 )肺移植希望者(レシピエント)選択基準で選ばれた移植希望者(レシ

ピエント)が心肺同時移植の待機者である場合であって、かっ、臓器提

供者(ドナー)から心臓及び両肺の提供があった場合には、当該待機者

が心臓移植待機リストで下位であっても、当該待機者に優先的に心臓及

び両肺を同時に配分する。ただし、心臓移植待機リストで選択された移

植希望者(レシピエント)が優先すべき親族の場合は之の限りでない。

(4 )心臓移植希望者(レシピエント)選択基準及び肺移植希望者(レシピ

エント)選択基準で選択された待機者が別人であり、共に心肺同時移植

の待機者である場合であって、かっ、臓器提供者から心臓及び両肺の提

供があった場合には、

① ABO式血液型の一致(identical)する者を適合(compatible)す

る者より優先し、

② ①の条件が同一の移植希望者(レシヒoエント)が複数存在する場

合は、心臓移植希望者(レシピエント)選択基準における医学的緊

急度の高い者を優先し、

@ ①②の条件が同ーの移植希望者(レシピエント)が複数存在する

場合には、心臓移植希望者(レシピエント)選択基準の医学的緊急

度 St<itus1の待機期間が長い者を優先し、

④ ①~③の条件が同ーの移植希望者(レシピエント)が複数存在す

る場合には、登録日からの延べ日数の長い者を優先する。

( 5 )心臓又は肺の移値希望者(レシピエント)において、第 1順位として

選択された移植希望者(レシピエシト)が心肺同時移植の待機者で、あっ

ても、臓器提供者(ドナー)から心臓及び両肺の提供を受けられない場

合は、心臓又は肺の単独移植希望者(レシピエント)のうちで最も優先

順位が高いものを選択する。

3. その他
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(1)臓器提供者(ドナー)又は移植希望者(レシピエント)が 6歳以上

18歳未満の場合、その予測肺活量については、以下の計算式を参考

にすることができるn

予測肺活量の計算式(6歳以上18歳未満の場合)

(男性)予測肺活量(L) • 2. 108-0. 1262 X年齢+0.00819X年

齢 22-3.118X身長 (:rn) +2.553 X 

主五i旦ど
(女性)予測j肺活量(L) =1. 142-0.00168 X年齢'-2.374X身

，長 (m) +2.116x身長 (m)， 

斗豆L医学的な理由により心臓移植希望者(レシピエント)選択基準にお

ける医学的緊急度が Status3になった場合、肺移植希望者(レシピエ

ント)の待機リストを「待機 inactiveJ とする。

(附則)

1.心肺同時移植希望者(レシピエント)は、心臓移値希望者(レシヒ。エント)

のリスト及び肺移植希望者(レシピエント)のリストの両方に登録される。

2.心肺同時移植希望者(レシピエント)の心臓又は肺に係る待機期間につい

ては、既に心臓移植希望者(レシピエント)又は肺移植希望者(レシヒ。エン

ト)のリストに登録されている患者が術式を心肺同時移植に変更する場合に

は、心臓又は肺のうち、既に登録されているリストに係る待機日数は変更前

の当該日数を含めて社算することとし、新規に登録されたリストに係る待機

日数は新規に登録した以後の日数を計算することとする。

3.基準全般については、今後の移植医療の定着及び移植実績の評価等を踏ま

え、適宜見直すこととする。
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